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沼津の新しいまちづくりが始まっています。「沼津発⇒未来へ」は県と沼津市が共同で進めている鉄道高架事業を含む沼津駅周辺総合整備

事業の進捗状況や最新の情報等についてお知らせする広報紙です。

　

今月の１枚 
 

”よさこい 
 東海道” 

 

11月７日（土）、

８日（日）に、 

沼津駅周辺で

開催！ 

■原地区まちかどトークを開催しました 

 ９月25日（金）に、マックスバリュエクスプレス沼津原町西店のイベントスペースをお借りして、「原地区まちか

どトーク」を開催しました。 
 あいにくの雨模様でしたが、多くの方々にご来場いただき、まちづくりや沼津駅周辺総合整備事業に関して

説明させていただいた他、市民の皆さんから貴重なご意見を伺うことができました。 
 県では現在、沼津市と共に、沼津駅周辺及び新貨物ターミナルを整備予定の沼津市原地区のまちづくりに

ついて、検討を進めております。いただいたご意見やご要望は、県と沼津市で共有し、今後のまちづくりに反

映させていきます。 
 

【裏面もご覧ください！】 

 10月１日にFacebookページ「沼津発⇒未来へ」を

開設しました。 

 ぬまづの未来を担う若者たちにも、まちづくりに

興味を持ってもらえるよう、広報紙「沼津発⇒未来

へ」の情報をメインに、沼津のまちづくりに関する

様々なトピックを掲載していきます。 

 みなさんからのたくさんの「いいね！」をお待ちし

ています。 
 

 URL：https://www.facebook.com/numazu.mirai 

   Facebookページを開設しました 

 広報紙「沼津発⇒未来へ」を電子書籍化し、

「Shizuoka e books」（しずおかイーブックス）に掲載

しています。 

 沼津市内の配架先から、紙媒体の広報紙を入手

することが困難な方でも、パソコンやスマートフォン、

タブレットを利用して、簡単にアクセスできます。 

 「県民だより」や「広報ぬまづ」も掲載されていま

すので、あわせてご利用ください。 
 

 URL：http://www.shizuoka-ebooks.jp/ 

 （バックナンバーもご覧いただけます！） 

   Shizuoka e booksに掲載しています 

 

 
 

○ アンダーパス（貨物ターミナルの下をくぐる道 

  路）ができることを知らなかったので、貨物 

  ターミナルができると開かずの踏切になると 

  思っていた 
 

○ 緑地・調整池は地域にとって必要なので、 

  整備計画をもっとアピールしてほしい 
 

○ 治水対策をしっかりやってほしい 
 

○ 鉄道高架事業を知らない人が多いと思う 

  ので、このような事業ＰＲは良いと思う 
 

○ 沼津市の財政が心配 

いただいた主なご意見・ご要望 
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■沼津のまちが変わりつつあります！  ■沼津市からのお知らせ 

● まちなか居住ワークショプを開催しました 
 

   

■よくあるご質問 
  

   高架化ではなく、橋上駅ではダメなの？ 
  （原地区まちかどトークでいただいた質問） 
 
   沼津駅周辺では、鉄道による南北市街地の

分断や交通渋滞が長年の課題となっています。ま

た、人口減少・少子高齢化時代においては、沼津

駅を中心に都市機能を集約したコンパクトなまち

づくりを進める必要もあります。 
 鉄道を高架化し、貨物駅や車両基地を移転する

ことで、南北市街地の分断等の課題が解決するだ

けでなく、駅周辺に新たな土地が生まれ、利便性

が高く魅力的なまちをつくることができます。 
 このようなことから、駅の橋上化を含め、さまざま

な手法を検討した結果、「住みやすく、あこがれら

れるまち」とするため、沼津では鉄道の高架化を

選択しました。  

 静岡東部拠点第一地区（駅北）の土地区画整理

事業が完了しました。 

 七通線などの都市計画道路の整備や国道414号

の拡幅の他、ホテルやマンション等が建設されるな

ど開発が進んでいます。  

国道414号杉崎町付近 高島西街区 

七通線 ワークショップの様子（プラサヴェルデ会議室） 

 まちなか商業者や子育て応援サークル、福祉事

業者等、各種団体の代表の皆さんから、「みんな

の居場所づくり」、「沼津で楽しく暮らそうキャンペー

ン」などのテーマにもとづいて、様々なご意見、ご

提案をいただきました。 
 市では、今後も様々な活動を通じ、多様なライフ

スタイルに対応できる「まちなか居住」の促進を

図ってまいります。 

 市では、中心市街地における定住人口の確保等

を目的とした「沼津市まちなか居住促進計画」を、

今年８月に策定しました。 
 現在、沼津駅周辺総合整備事業による新たなま

ちづくりが始まっていますが、市民、事業者の皆さ

んと将来のまちのイメージを共有するとともに、「ま

ちなか居住」の促進に関する取組を検討するため、

ワークショップを開催しました。 

杉崎町２号公園 

沼津商工会議所 ホテル 
建設中の 

マンション 

５つのグループが発表を行いました 
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